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胃「ゴ
戦 乱世の城

『絵本豊臣勲功記』 六角承禎 (当館蔵)

令和 8年

4月 25日 (土)6月 14日 (日 )
開館時間=午前 9時～午後 5時 ※入館1よ午後4時 30分 まで
休館 日‐4月 27日 (月 )5月 7日 (木 )11日 (月 )18日 (月 )25日 (月 )6月 1日 (月 )8日 (月 )
入館料‐大人970円曾50円 )/大学生700円 620円 )/
小中高生420円僧10円 )/県内高齢者 (65歳以 L〉 510円 ●9o円 )
※ ( )は 20人以 にの団体料金です。

主l″ =滋賀県立安上城考古博物館

近江風上記の丘
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令
和
８
年
度
春
季
特
別
展

「安
土
山
築
城
前
夜―
戦
回
乱
世
の
城
―
」

会
期

一
令
和
８
年
４
月
２５
日
（土
）
～
６
月
１４
日
（日
）

会
場

一
企
画
展
示
室

戦
国
時
代
の
城
は
、
し
ば
し
ば

「乱
世
」
と
い
う
枕
詞

が
付
く
よ
う
に
、
も

っ
ぱ
ら
戦
に
使
用
す
る
臨
時
施
設
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

一
方
、
近
世

の
城
は
、

石
垣
の
上
に
土
壁
や
瓦
を
用
い
た
重
厚
な
構
造
物
が
並
び
、

内
部
は
政
庁
や
茶
会
な
ど
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し

た
。
織
田
信
長
が
築
い
た
安
土
城
は
、
こ
の
よ
う
な
近
世

の
城
の
要
素
を
初
め
て
兼
ね
備
え
た
、
「近
世
城
郭
の
出
発

点
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
信
長
は
画
期
的
な
城
を
築
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
戦
国
時
代
の
各
地
に
築
か
れ
た

城
に
目
を
向
け
る
と
、
石
垣
や
土
壁
、
瓦
と
い
っ
た
構
造

物
の
痕
跡
や
、
文
書
を
発
給
す
る
た
め
の
筆
記
具
、
茶
の

ら
に
必
要
な
道
具
な
ど
の
遺
物
が
見
つ
か
り
ま
す
。
既
に

各
地
の
城
に
は
、
恒
常
的
な
施
設
が
存
在
し
、
そ
の
中
で
は
、

政
治
や
文
化
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
信
長
は
、

そ
れ
ま
で
の
城
の
要
素
を
集
大
成
し
て
、
安
土
城
を
築
い

た
と
も
言
え
ま
す
。

本
展
で
は
、
各
地
を
代
表
す
る
城
跡
の
資
料
を
展
示
し

ま
す
。
安
土
築
城
４
５
０
年
を
迎
え
る
今
年
、
戦
国
時
代

の
城
か
ら
、
安
土
城
に
目
を
向
け
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
佑
樹
）

展
示
資
料
出
土
遺
跡

観
音
寺
城
跡
　
観
音
寺
城
下
町
遺
跡
　
水
茎
岡
山
城
跡
　
小
谷
城
跡

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
北
畠
氏
館
跡
　
大
桑
城
跡
　
鵬
瑞
城
館
跡

飯
盛
城
跡
　
勝
龍
寺
城
跡
　
坂
本
城
跡
　
安
土
城
跡

了

、
こ

ｔ
　

，

子と将おき`

北畠氏館跡 水鳥形香合 (北畠神社蔵)観音寺効跡 伝本丸発掘調査時

〈春
季
特
別
展
関
連
講
座
〉

①
６
月
６
日
（土
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

「六
角
氏

と
観
音
寺
城
」

講
師
　
新
谷

和
之
氏

（近
畿
大
学
）

②
６
月
１３
日
（土
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

「考
古
資
料
と
歴
史
史
料

十

一
乗
谷

・
小
谷
城
の
文
字
資
料
を
中
心
と
し
て
―
」

講
師
　
佐
藤

圭
氏

（元
福
井
県
立

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
）

参
加
費
　
５
０
０
円
（資
料
代
）
※
各
回
当
日
支
払
い

本ム
　
場
　
当
館
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

定
　
口貝
　
１
２
０
名

（先
着
順
）

城
郭
ト
レ
イ
ル

０
観
音
寺
城
跡
と
桑
賞
寺
①

Ｏ
観
音
寺
城
跡
と
桑
賞
寺
②

Ｏ
安
土
城
跡
①

Ｏ
安
土
城
跡
②

４
月
２９
日

（水

・
祝
）

５
月
１。
日

（日
）

５
月
１７
日

（日
）

５
月
２４
日

（日
）

※
い
ず
れ
も
事
前
予
約
が
必
要

参
加
費
　
２
０
０
０
円
（入
山
料
、
保
険
料
含
む
）

定
　
口貝
　
０
０

１５
名
、
０
０

２０
名

詳
細
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
歪
覧
く
だ
さ
い
。
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江州蒲生郡桑賞寺与観音正寺山境論所内済為取替絵図 部分 (教林坊蔵)
※展示期間 :4/25～ 5/24



資
料
紹
介

横
尾
山
古
墳
群
７
号
墳
出
土
遺
物

横
尾
山
古
墳
群
は
、
大
津
市
瀬
田
橋
本
町
に
所
在
し
、

古
墳
群
の
ほ
ぼ
全
体
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
群

は
、
須
恵
器
窯
や
製
鉄
遺
跡
の
分
布
す
る
瀬
田
丘
陵
の
最

西
端
、
瀬
田
川
を
見
下
ろ
す
南
斜
面
に
３。
基
が
分
布
す
る
。

古
墳
群
の
造
営
期
間
は
、
７
世
紀
中
葉
の
ご
く
短
期
間

で
あ
る
こ
と
、
横
穴
式
石
室
、
木
棺
直
葬
墓
、
木
炭
椰
墓
、

と
う
か
ん
　
　
ど
き
か
ん

陶
棺
や
土
器
棺
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
埋
葬
形
態
に
多
様
性

階
層
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

今
回
紹
介
す
る
７
号
墳
は
、
発
掘
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

横
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
円
墳
で
、
墳
丘
は
、
盗

掘
お
よ
び
封
土
の
流
出
で
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
か

っ

た
と
い
う
。
墳
丘
規
模
は
、
南
北
で
約

６
．
‐
ｍ
、
周
溝
は
、

幅
約
１
・
８
ｍ
ヽ
深
さ
融
的
削
ｍ
で
ぁ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

横
穴
式
石
室
の
玄
室
中
央
や
や
西

側
壁
寄
り
に
は
、
陶
棺
が
置
か
れ
て

い
た
。
発
掘
調
査
時
に
は
、
す
で
に

石
室
奥
壁
側
の
半
分
や
棺
の
蓋
が
破

壊
さ
れ
て
い
た
が
、
陶
棺
の
中
か
ら

は
鉄
鈴
２
点
な
ど
が
見
つ
か

っ
た
。

陶
棺
は
、
全
国
で
７
０
０
例
近
く

見
つ
か

っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
８

割
弱
が
岡
山
県
、
２
割
弱
が
か
つ
て

畿
内
と
呼
ば
れ
た
近
畿
地
方
中
央
部

で
見
つ
か

っ
て
い
る
。
７
号
墳
で
見

よ
せ
む
ね
つ
く

つ
か
っ
た
陶
棺
は
、
寄
棟
造
り
の
家

を
表
現
し
た
も
の
で
、
四
柱
式
家
形

陶
棺
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
陶
棺
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ

の
陶
棺
は
、
岡
山
県
に
は
少
な
く
、
畿
内
が
圧
倒
的
多
数

を
占
め
て
お
り
、
須
恵
器
生
産
集
団
と
の
結
び

つ
き
が
考

え
ら
れ
る
。
草
津
市
の
横
土
井
遺
跡
で
も
古
墳
か
ら
出
土

し
て
お
り
、
被
葬
者
と
し
て
は
、
瀬
田
丘
陵
に
展
開
す
る

須
恵
器
や
鉄
の
生
産
遺
跡
群
で
活
動
し
た
二
人
た
ち
や
、

そ
れ
を
管
理
し
た
官
人
た
ち
が
想
定
さ
れ
る
。

陶
棺
の
中
か
ら
見
つ
か

っ
た
鉄
鈴
は
、
球
形
の
体
部
に

方
形
の
鉦
が
付
き
、
飢
に
は
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
体

部
下
面
に
は
、　
一
文
字
の
入
り
目
が
開
け
ら
れ
る
。
両
方

と
も
丸
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
が
、
丸
の
材
質
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。
鈴
の
大
き
さ
は
、
径
範
ｃｍ
と
側
～
何
ｃｍ

で
あ
る
。
鉄
鈴
の
持

つ
意
味
は
、
律
令
期
の

「駅
鈴
」
の

存
在
か
ら
、
交
通
に
関
し
た
遺
物
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
被

葬
者
は
生
産
物
の
流
通
に
も
関
わ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（大
道
和
人
）

令
和
７
年
度
安
土
城
跡
発
掘
調
査
の
成
果
概
要

「お
お
て
み
ち
１
３
３
号
」
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
令

和
７
年
度
は
、
伝
本
丸
取
付
台
の
東
半
部
を
対
象
地
と
し

て
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
の
調
査
で
は
、
伝
本
丸
取
付
台
の
北
半
部

か
ら
大
き
な
建
物
の
跡
を
発
見
し
ま
し
た
。
平
成
の
発
掘

調
査
で
、
東
半
部
に
も
礎
石
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
の
調
査
で
、
調
査
区
の
東
半
部
を
中

心
に
、
礎
石
が
さ
ら
に
広
が

っ
て
い
る
様
子
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
昨
年
度
、
建
物
跡
の
南
端
で
検
出
し
た
石
列

の
続
き
を
、
今
年
度
調
査
区
の
西
側
部
分
で
も
検
出
し
ま

し
た
。
石
列
は
、
建
物
礎
石
と
平
行
す
る
よ
う
に
伸
び
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
列
は
、
昨
年
度

検
出
し
た
石
列
が
北
半
部
の
建
物
の
南
端
を
区
切

っ
て
い

た
の
と
同
様
、
東
半
部
の
建
物
の
西
端
を
区
切
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

伝
本
丸
取
付
台
は
、
伝
本
丸
御
殿
と
天
主
を
つ
な
ぐ
重

要
な
郭

で
す
。
特

に
、

今
年
度
調
査
し
た
東
半

部
は
、
伝
本
丸
御
殿
か

ら
天
主
に
い
た
る
ル
ー

ト
上
に
位
置
し
て
お
り
、

発
見
し
た
建
物
が
そ
の

ル
ー
ト
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
る
の
か
。
今
後
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
）

7号墳全景 (滋賀県提供)

●
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れた礎石さ検出



令和8年度春季特】u展『安土山― 角  卸 8年4月25日 (土)-6月 14日 (日 )

博

的

館

の

主

な

催

し

伽

１
日
（月
）
休
館
日

６
日
（土
）
春
季
特
別
展
関
連
講
座
①
里
ハ
角
氏
と
観
音
寺
城
」

講
師
…
新
谷
和
之
氏

（近
畿
大
学
）

８
日
（月
）
休
館
日

‐３
日
（土
）
春
季
特
別
展
関
連
講
座
②

「考
古
資
料
と
歴
史
史
料
―

一乗
谷
・小
谷
城
の
文
字
資
料
を
中
心
と
し
て
」

講
師
…
佐
藤
圭
氏

全
九
福
井
県
立

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
）

‐５
日
（月
）
休
館
日

２９
日
（月
）
休
館
日

月電
）
７
日
（木
）

１０
日
（日
）

１１
日
（月
）

‐７
日
（日
）

‐８
日
（月
）

２４
日
（日
）

２５
日
（月
）

休
館
日

城
郭
ト
レ
イ
ル
②

観
音
寺
城
跡
と
桑
貿
寺
②

休
館
日

城
郭
ト
レ
イ
ル
③

安
土
城
跡
①

休
館
日

城
郭
ト
レ
イ
ル
④

安
土
城
跡
②

休
館
日

月▲
■
６
日
（月
）
休
館
日

、　
７
日
（火
）～

特
別
陳
列
Ｉ
　
「秀
吉
の
城

小
谷
城
」

～
２３
日
（木
）

１１
日
（土
）～

特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
成
果
速
報
展
　
～
μ
日
（金
）

‐３
日
（月
）
休
館
日

２０
日
（月
）
休
館
日

２５
日
（土
）～

特
別
陳
列
Ⅱ
　
「豊
臣
の
城
１
長
浜
城
と
城
下
町
」

～
７
月
Ｖ
日
（金
）

２７
日
（月
）
休
館
日

２９
日
（水
・祝
）
城
郭
ト
レ
イ
ル
①

観
音
寺
城
跡
と
桑
費
寺
①

特
別
陳
列
Ｉ

「秀
吉
の
城

小
谷
城
」

会
期

¨
４
月
７
日

（火
）
～
４
月
２３
日

（木
）

会
場

い
望
楼
ホ
ー
ル

羽
柴
秀
吉
は
、
浅
井
氏
が
籠
城
す
る
小
谷
城
攻
め
で

功
績
を
挙
げ
た
恩
賞
と
し
て
、
織
田
信
長
か
ら
北
近
江

三
郡
を
与
え
ら
れ
て
小
谷
城
の
城
主
と
な
り
ま
す
が
、

数
年
後
に
は
新
た
に
築
城
し
た
長
浜
城
に
移
り
ま
す
。

本
陳
列
で
は
、
秀
吉
以
前
に
城
主
で
あ
っ
た
浅
井
氏
時

代
の
、
浅
井
氏
と
朝
倉
氏
の
関
係
の
深
さ
を
物
語
る
越

前
産
の
笏
谷
石
製
品
を
展
示
紹
介
し
ま
す
。

特
別
陳
列
Ⅱ

「豊
臣
の
城
１

長
浜
城
と
城
下
町
」

会
期

一
４
月
２５
日

（土
）
～
７
月
１７
日

（金
）

会
場

一
望
楼
ホ
ー
ル

長
浜
城
は
、
秀
吉
が
関
白
に
任
官
し
天
下
人
と
な
る
と
、

山
内

一
豊
が
豊
臣
家
の
家
臣
と
し
て
城
主
と
な
り
、　
一

豊
は
妻
子
と
と
も
に
長
浜
城
に
入
り
ま
す
。
し
か
し
そ

の
直
後
、
天
正
大
地
震
が
発
生
し
、
長
浜
も
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
す
。
本
陳
列
で
は
、
城
下
町
で
出
上
し
た
、

地
震
で
被
災
し
た
資
料
を
展
示
紹
介
し
ま
す
。

小谷】咸跡出土 笏谷石製バンドコ
(長浜市蔵)

長浜町遺跡出土 輸入陶磁器
(長浜市蔵)

※シアターを視聴される方は、こちらのQRコードから予約ができます。→
※講演会・講座の会場は当館セミナールームでi
※事情により行事内容や日時・講師が変更になることがありま魂 最新の情報は当館ホームページでδ臨認下さい。
※滋賀県立安土城考古博物館は公益財国法人滋賀県文化財保護協会が指定管理をしていま魂
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